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全国LVL協会

難燃薬剤を処理したスギLVLで
構造材を被覆した90分間耐火の柱
※2024年7月以降に大臣認定番号取得予定

90分間の耐火性能を確認しました。
リン酸系の難燃薬剤を含浸したスギ
LVLで木製柱を被覆することで90分
間耐火構造の性能を有します。第三
者試験機関にてこの柱を90分間加
熱し、6時間以上放置したところ、中
心の柱に炭化は見られませんでした。

試験後の断面 試験前 試験後

最上階から数えて5～9階まで
使うことができます。

4階分1時間
耐火性能

上から数えて
鉄骨造、RC造、木造等の構造形態を
問わず、例として6階建ての建築物の
場合は1～２階の柱として使用でき、
9階建て以上の建築物の場合は最上
階から数えて5階目～9階まで使うこ
とができます。

耐火構造（柱）
90分間
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難燃薬剤処理
LVL

木栓φ12×60

ビスφ5×90

AES 厚み6mm、128kg/㎥充填

荷重支持部材
180角

ポリウレタン系塗料塗装
300g/㎡塗布

アルミ箔テープ 幅75mm

ポリウレタン系樹脂接着剤
300g/㎡塗布
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90分間耐火構造（柱）

荷重支持部材
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木製柱の周りを難燃薬剤処理を施した
厚さ90mmのスギLVLで囲むことで、
90分間耐火の性能を実現しました。

中心の柱、周りを取り囲む被覆材、
すべて木材です。

耐火被覆材のLVLをそのまま表し
とすることができます。厚み15mm
までの木材を化粧材として貼るこ
ともできます。

万が一火災が起きた後も、外側の耐
火被覆材をはがして新しい被覆材
を現場で取り付けることができます。

被覆材は現場用接着剤とビスを
使って柱に取り付けます。工場で
つけることが基本ですが、現場施
工もできます。

すべて木製の耐火構造 現場施工が可能木の内装を実現（予定）

火災後の取り換えが可能

■ 特 長

■ 大臣認定仕様

LV L被覆
90分間耐火構造（柱）

木製柱

熱源が離れても熱分解温度
以下までは炭化の進行が進む。
炭化層はもろく、崩れやすい。

熱源が離れると、
炭化発泡層のみが残る。
層は薄く強固な層である。

可燃性ガスに引火し、炎を伴い燃焼
する。同時に、木材表面では炭化が
進み、大きなクラックができる。

難燃剤が木材のセルロースから
脱水し、脱水炭化発泡層を形成。
木材内部への酸素を遮断し、
熱の侵入を押さえる。

クラック

脱水炭化発泡層

■ 燃えどまる理由

熱源に暴露されると木材表面で
熱分解(260℃付近)が起こる。
この時、可燃性ガスが発生。

熱源に暴露されると木材表面で
難燃剤の熱分解(200℃前後)が起こり
不燃性ガスが発生し、可燃性ガスを
希釈し木材の燃焼を抑える。

熱源未処理
木材

可燃性
ガス

熱源難燃薬剤処理
木材

不燃性ガス

未処理木材の場合

「リン酸系」難燃薬剤処理木材の場合

輻射熱

輻射熱

可燃性
ガス

樹種：
スギ、カラマツ、ホワイトウッド、
ヒノキ、スプルース、ベイマツ、
アカマツ、オウシュウアカマツ、
ラジアータパイン、ダフリカカラマツ、
ヒバ、トドマツ、アカエゾマツ

規格：LVL・集成材・製材
（LVLと集成材は使用環境Aのみ）

断面寸法：180mm角（小断面）
※隅部面取りは3mm以上
※柱断面180mm角については
　2024年7月以降に番号取得予定。
　大きな断面については、
　今後性能評価試験を行います。
※梁については、今後
　性能評価試験を行う予定です。

被覆材：
難燃薬剤処理スギLVL

荷重支持部材：
製材・集成材・LVL

アルミ箔
テープ

アルカリアース
シリケート
ブランケット
（AES）

ビス・
木栓

新しい難燃薬剤処理LVL炭化した難燃薬剤処理LVL火災後


